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スロベニア共和国における図書館・出版事情 
─リュブリャーナ市立図書館の現状から─ 

 

岡野 裕行 

 

1. はじめに 

 

スロベニア共和国（スロベニア語 Republika Slovenija・英語 Republic of Slovenia

／以下，単に「スロベニア」と表記する）は，イタリア（Italia），オーストリア（Austria），

クロアチア（Croatia），ハンガリー（Hungary）と国境を接する中欧に位置する小国であ

る。首都はリュブリャーナ市（Ljubljana）で，筆者は 2006 年 10 月から 2007 年 12 月

までの 1 年 3 ヶ月間にわたり，その街の中心に位置するリュブリャーナ大学文学部アジ

ア・アフリカ研究科日本研究講座（Asian and African Studies, Faculty of Arts, 

University of Ljubljana）において，日本文学や日本文化などを講じていた。 

本稿では，その滞在中に見聞したリュブリャーナ市立図書館の事例に触れながら，スロ

ベニアの図書館・出版事情について考えてみたい。 

 

2. スロベニアについて 

 

2.1 国の歩み 

1991年6月25日，スロベニアはユーゴスラビア社会主義連邦共和国（Socialist Federal 

Republic of Yugoslavia）からの独立を宣言した（同日にはクロアチアも独立を宣言して

いる）。これはそれまで他民族の支配下にあったスロベニア人が，歴史上初めて自らが主体

となる国家を目指したものである。独立宣言後，即座にセルビアを主体とした連邦軍との

戦争へと突入するが，この戦いはスロベニアの勝利のもとに十日間で終結することになる。

戦争終結後のスロベニアは，独立国家の道を歩み始めることになり，独自憲法の制定など，

国家体制の整備を進めることになる。 

現在のスロベニアの該当する地域は，古くからハプスブルク家の支配下にあったために，

長年にわたってオーストリアとの繋がりが深く，1867 年からはオーストリア・ハンガリ

ー二重帝国（Austria-Hungary, Dual Monarchy）の一部となっていた。1918 年に第一
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次世界大戦の終結によって帝国が解体されると，セルビア人・クロアチア人・スロベニア

人王国（Kingdom of Serbs, Croats and Slovenians）のに加わることで，南スラヴ諸国

との繋がりを深めていくようになった。これは 1929 年にユーゴスラビア王国（Kingdom 

of Yugoslavia）へと改称され，第二次世界大戦中においてドイツ（Germany），イタリア，

ハンガリーの 3国に分割統治によって一度解体されるが，戦争終結後にユーゴスラビア連

邦人民共和国（Federal People's Republic of Yugoslavia）として再び統一され，1963

年にはユーゴスラビア社会主義連邦共和国（Socialist Federal Republic of Yugoslavia）

と改称されが，1991 年のスロベニアとクロアチアの独立宣言と，それに対する翌 1992

年の EC を始めとする他国からの承認によって，ユーゴスラビアは 73 年間の歴史に幕を

下ろすことになった。ユーゴスラビアからはその後，同 1991 年 9 月にマケドニア

（Macedonia），1992 年 3月にボスニア・ヘルツェゴビナ（Bosnia and Herzegovina），

2006 年 6 月にモンテネグロ（Montenegro），2008 年 2 月にコソボ（Kosovo）が独立

を宣言し，それぞれの国が，セルビアを中心とした社会体制からの脱却を図っている。 

独立後のスロベニアは，1992 年 5月に国際連合，2004 年 3月にNATO，同年 5月に

EU に加盟するなどの歩みを経て，今日ではますます西側諸国との繋がりを強めている。

近年は経済面の成長も著しく，2007 年 1月からは独自通貨のトラール（Tolar）から欧州

統一通貨のユーロ（EUR）へ移行している。また，2008 年 1 月からは EU 議長国を務め

ており，国際社会における重要性も非常に高くなっている状況にある。 

 

2.2 国民性と経済 

スロベニア人は非常に勤勉な国民性であり，学校・会社ともに早朝から活動を始め，夕

方には仕事を終えるという生活サイクルが一般的である。そのような国民性はもとより，

旧ユーゴスラビア諸国のなかでは，西欧に最も近いという地理的な要因もあり，最も経済

的に発展していた地域になっていた。この点について柴宜弘は，次のように述べている 1)。 

 

人口（81 年の国勢調査による）は 189 万人（連邦総人口の約 6％），そのうちスロ

ヴェニア人は 171 万人，人口の約 91％を占めている。民族的に最も均質性の高い共

和国であった。ユーゴの総人口に占めるスロヴェニア人の比率は 8％であったが，総

雇用の 16％，国民所得の 20％，総輸出の 25％に達していた。 

88 年の統計によると，スロヴェニア共和国の一人あたりの国民総生産は，6,129 ド
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ルで連邦第一位，最低のコソヴォ自治州の 741 ドルと比べると，8倍以上の差があっ

た。経済的に豊かなスロヴェニアは 70 年代初頭，同じく先進地域のクロアチア共和

国でクロアチア民族主義が吹き荒れたときも，ひとり超然としていた。 

 

そのため，スロベニアではボスニア・ヘルツェゴビナやマケドニアなど，南方からの出

稼ぎ労働者も数多く見受けられていた。このようなユーゴスラビア国内の経済格差が，ス

ロベニア独立の世論を後押しした背景もあり，柴はそのあたりの事情を，“連邦あるいはセ

ルビア共和国による民族的な抑圧が加えられた結果ではなく，むしろ自己の利益を優先さ

せる先進共和国ゆえの経済的な要因が大きく作用したものといえる”と指摘している 2)。 

南方から出稼ぎ労働者の存在は，独立以降の今日でも続いており，街を歩けば特に肉体

労働の現場において，一見して出稼ぎ労働者と分かる人たちが働いているのを見かけるこ

とができる。国がそれぞれに分かれてしまった現在では，そのような出稼ぎ労働者に対す

る扱いも一段と厳しくなっており，外国人労働者のビザ発給などが厳しく制限されてしま

っている状況にある。 

 

2.3 今日における社会体制 

これは EU 内での移動が自由化され，国境におけるパスポートチェックすらもなくなっ

たことに伴い，逆に EU 諸国と非 EU 諸国との国境地帯における検問が厳しくなっている

ためである。特に陸路での EU・非 EU の境界を担っているスロベニアでは，他の西欧諸

国の顔色を窺う形で，過剰なまでに厳しい態度で労働者の受入を制限している傾向にある。

イタリア，オーストリア，ハンガリーの 3国が EU諸国に該当し，相互の交流が活発化し

ている一方で，今日においては皮肉なことに，ユーゴスラビア時代に同じ共和国を構成し

ていたクロアチアとの国境が，最も厳重な警戒態勢を取られることになっている。 

非 EU 国に該当する国の国民は一律にそのような法律が適用されるため，日本人にも同

様の措置が取られており，例えば労働者本人に対するビザが下りても，その家族に対する

ビザ発給の許可は労働後 1 年間を経てから，といった制限がなされるなど，EU 諸国以外

の外国人労働者に対する措置は非常に厳しい（ただし，スロベニアは現在，観光業を推し

進めているため，観光目的の入国はむしろ歓迎されており，これらはあくまで労働ビザの

取得の場面における措置である）。 

今日では独立から 17 年の年月を経たが，社会体制の変革はすぐに行われるわけではな
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く，未だ旧体制の記憶を持つ世代も数多い。少なくとも今日においては，社会体制の中心

的な担い手は，旧体制下で育った世代である。現在の 20 代前半以下の若者は，独立以後

の教育を受けてきた世代だが，彼らが社会の中心となって動いていくようになり，国を動

かしていくまでには，もうしばらく時間がかかるだろう。名目上は独立国家となったが，

現状は社会体制の変革が過渡的な状態であるため，国家としてのスロベニアは，他国との

関係をどのようにすべきかの模索の時期にあると言えよう。 

 

2.4 日本との関係 

日本は 1992 年 3月にスロベニアを国家として承認しており，早いうちから国家間の交

流を開始している。リュブリャーナ大学に日本研究科ができたのは 1995 年であり，また，

2006 年１月には在スロベニア日本大使館も開設されるなど，両国関係の整備は，現在進

行形で着々と進んでいる状態にある。 

スロベニア人は日本に対しては概して好意的であり，また，日本文化に対する興味も強

く，リュブリャーナ大学の日本研究科に通う学生はもちろんのことながら，一般市民レベ

ルにおいてもそのような傾向が強く感じられる。例えば，茶道や華道などの日本の伝統文

化の市民講座などは，非常に人気が高い状況にあり，いずれも告知をすると即座に予約が

埋まってしまうほどの盛況ぶりである。 

近年では隣国のクロアチアとのパックツアーが整備されつつあるため，スロベニアを訪

れる日本人観光客は増加の一方を辿っており，2008 年の夏にはついに日本からの直行便

も開通することが決定している。このことは，それだけ日本人観光客が増加していること

の証となるだろう。観光地としての人気も非常に高まっており，両国の交流は今後ますま

す活発化されるものと予想される。 

 

2.5 言語 

スロベニアの国土面積は日本の四国とほぼ同じくらいの面積であり，国土の中心に位置

するリュブリャーナ市からは，周辺諸国との国境まで，東西南北のいずれについても 2時

間程度でたどり着ける程の距離である。国の総人口は約 200 万人で，そのうちの約 90％

がスロベニア人となっており，その他国境周辺の街にはイタリア人，クロアチア人，ハン

ガリー人などが住んでいる。そのため，公用語は原則としてスロベニア語であるが，南西

および北東の 2 言語併用地域ではイタリア語およびハンガリー語も公用語となっている 3)。
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実際にその近郊の街を訪れてみれば，看板などにスロベニア語とイタリア語，あるいはス

ロベニア語とハンガリー語との併記がなされていることが確認できる 4)。 

また，第二次世界大戦中には，ドイツ，イタリア，ハンガリーによる支配を受けたため，

それによる言語の統制を受けたという歴史がある。例えば金指久美子が，“占領者，とりわ

けドイツ人は自らの目的の最大の障害は言語にあると考えていた。したがって，第二次大

戦中のドイツ及びハンガリー支配下の地域でのスロヴェニア語の使用は厳しく制限され

た”との説明をしているように，第二次世界大戦中のドイツ支配下地域に生活し，戦時下の

教育を受けていた人々（すなわち，今日における 70 代以上の人々）は，その歴史的・地

理的背景から，ドイツ語を理解していることが普通である 5)。しかし，そのような年配の

世代は英語教育を受けていないため，英語による意思疎通はできない。逆に現在のスロベ

ニアのカリキュラムでは，英語教育が推進されているため，今の若い人たちは英語の理解

が進んでいる状況にある。全ての世代を貫いているのはあくまでスロベニア語であるが，

第二言語の習得状況は世代ごとに断絶があり，この国における被支配の歴史を感じること

ができる。 

 

3. リュブリャーナ市立図書館について 

 

3.1 構造と立地 

リュブリャーナ市では，2006 年 12 月に市立図書館の建物を新たにしている。図書館の

建物自体は古く，もともとメルカトル（Mercator）と呼ばれるスロベニアの流通業界首位

に立つスーパーマーケットが出店していた場所であり，その建物を図書館として改装した

ものである（図 1）。地上 4 階・地下 1 階・計 5 階建ての実に広々とした構造であり，ひ

とつの市立図書館としては大きめで，今のところ棚にゆとりも多く，実に立派な印象であ

る。 

地上階には一般書や新聞雑誌，レファレンスカウンターなどが並んでおり，利用者の出

入りも激しい（ヨーロッパは日本と階数の数え方が異なり，日本でいう 1階に相当する部

分が地上階，同じく日本でいう 2階に相当する部分が 1階となることに注意されたい）。1

階には専門書がぎっしりと並び，2 階には児童書と読み聞かせやイベントなどに利用され

る児童室が備えられている（図 2）。さらに 3階には，市民講座などに利用可能な会議室が

用意されている。また，地下階には音楽 CD や DVD などの音声・映像メディアや美術・
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映画関係の本が並んでおり，壁には試聴機も数台備え付けられ，CD を選ぶ際の参考にな

っている。 

各階には利用者が自由に使用可能なコンピュータも設置されており，インターネットの

利用も可能で，2 階には子供用のコンピュータも備わっている。また，利用者が自由に使

用できる椅子や机も充分に用意されており，多くの来館者に対応できるような構造になっ

ている（図 3）。地上階と 1階のフロア中央には，図書展示スペースも用意されており，そ

こでは定期的にお勧めの図書やテーマごとの展示などが行われている（図 4）。 

図書館の建てられている場所は街の旧市街とリュブリャーナ駅とのちょうど真ん中辺り

に位置しており，利用者にとっての利便性は非常に高い（図書館を中心とした半径 1km

以内に，駅から旧市街までの街の主要な地域がほぼ含まれている）。そのためか，平日でも

多くの人たちで賑わっており，老若男女問わず幅広い利用者層が形成されている。 

ただ問題点としては，それまで 3ヶ所に分散していた小さな図書館を 1館に統合してし

まったため，移転前の館が揃って廃館になってしまったことであろう。これによって逆に

利便性が下がってしまった利用者も少なからずいるようである。このような物理的距離の

問題は建物の場所自体が変わっているため，ある程度は仕方がない面もあるのだが，市立

図書館ではその代わりに移動図書館を張り巡らすことで，利用者の要求に応えるようにし

ているようである。 

 

3.2 オトン・ジュパンチチ文庫 

スロベニアの有名な詩人に，オトン・ジュパンチチ（Oton Župančič・1878～1949 年）

という人物がいる。作品としては 1899 年発表の『酔った杯』（Čaša opojnosti），また，

図 1：リュブリャーナ市立図書館の外観 図 2：児童室の様子 
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1945 年発表の『雪の下の常緑樹』（Zimzelen pod snegom）などがあり，さらにリュブ

リャーナ国立劇場の支配人や公文書館の館長なども歴任するなど，多くの方面で活躍した

ことで名を残している 6)。 

リュブリャーナ市立図書館では，このジュパンチチの遺品などの展示を行うための個人

文庫も造られる予定になっており，単なる貸し出しのための図書館に収まる気配はない。 

統合以前の個々の小さな図書館はそれぞれ面積も狭く，このような展示スペースを設け

ることは叶わなかったが，しかし今回の移転統合により，新しく大きな市立図書館が誕生

したことで，図書館の中に文学館的な役割を果たす新たな機能が加わったわけである。ジ

ュパンチチの作品を愛する読者や彼の作品を研究している者たちにとって，この図書館移

転による個人文庫の創設は非常に喜ばしいことであろう。貴重な資料群の保存や公開を可

能とするという文学研究への寄与はもとより，作家を顕彰するという意味でも，今回の図

書館移転がもたらした影響は大きい。 

 

3.3 COBISS 

日本で言うところのOPAC に該当する検索システムは，スロベニアでは COBISS（「コ

ビス」と読む）という名称で稼働している。これは“Co-operative Online Bibliographic 

System & Services”の頭文字を取ったものであり，現在ではスロベニア全域の公共図書館

と大学図書館とがこのシステムによってひとつに結ばれている（図 5）。COBISS は旧ユー

ゴスラビア時代の 1987 年にその構想が始まり，1991 年に運用が開始されている（皮肉

図 4：展示スペースの様子 

図 3：館内の様子 
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なことに，これはちょうどユーゴスラビアの崩壊と時期を同じくしている）。元々は旧ユー

ゴスラビア諸国における統一規格であり，現在の COBISS はそのスロベニア版ということ

になる（そのため，セルビアやボスニア・ヘルツェゴビナなど，他の旧ユーゴスラビア諸

国の図書館システムも COBISS を基盤としている）。 

日本で言うところの国立国会図書館に該当するスロベニア国家の中心的な図書館は，国

立大学図書館（スロベニア語 Narodna in Univerzitetna Knjižnica・英語 National and 

University Library）と呼ばれ，国立図書館とリュブリャーナ大学の附属図書館とを兼ね

たものとなっている。スロベニアの高名な建築家であるヨージェ・プレチュニック（Jože 

Plečnik・1872～1957 年）がデザインした国立大学図書館は，建物を見るだけでも圧巻

であり，その芸術性の高さは一見の価値がある特異な造りになっている（図 6）。COBISS

に収録されるデータはこの国立大学図書館をはじめ，全国の公共図書館および大学図書館，

そしてスロベニア第 2 の都市マリボル（Maribor）にある，情報学研究所 IZUM（「イズ

ム」と読む）などの機関によって整備・管理されており，スロベニアにおける総合目録と

して重要な役割を果たしている 7)。 

この COBISS のデータ入力作業を行うには，国家試験によって得られる司書資格とは別

に，COBISS のデータ入力者資格というものが必要とされる。つまりスロベニアでは，コ

ンピュータによるデータ管理の仕事は，本の貸し出しや整備など，通常の司書の仕事を行

う司書資格とは全く別の技術職として認識されていることになっている。 

 

図 6：国立大学図書館の外観 

図 5：館内に設置された COBISS 
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4. スロベニアの出版事情 

 

スロベニア語を話す人の数は，スロベニアの人口とほぼ同じく，約 200 万人である。こ

れは他のヨーロッパの言語と比べればそれほど多い数字ではなく，むしろマイナー言語の

部類に入るだろう。旧ユーゴスラビア政権下において実質的な第一言語とされたセルビ

ア・クロアチア語などと比較しても，主要言語として扱われてこなかった歴史は長い（旧

ユーゴスラビア時代は，名目上はそれぞれの共和国の言語，すなわちセルビア・クロアチ

ア語，マケドニア語，スロベニア語ともに連邦共和国の公用語であったが，実際の連邦の

中央機関等ではセルビア・クロアチア語の使用が圧倒的だった）。名実共にスロベニア語が

第一言語となったのは，1991 年の独立以後のことであり，現在においても年配のスロベ

ニア人らがドイツ語を普通に使用できることからは，他民族に支配され続けてきた歴史の

重みを痛感させてくれるだろう。 

このようなスロベニア語話者の少なさは，第一に，スロベニア語の書物を読む（読める）

人々の数がそれほど多くはないということを意味している。当然のことながら，マイナー

言語ほどそれを読み書きできる人の数は少ない。例えば日本語の話者数を，日本の人口約

1 億 3000 万人に等しいと単純に仮定したとき，スロベニア語を使用している人々は，日

本語に比べて約 65 分の 1 しか存在していないことになる。これだけでもスロベニア語に

よる書物の市場の小ささが窺い知れる。 

第二に，スロベニア語話者数の少なさは，それが如実に出版点数の少なさに反映されて

しまうことになる。出版は文化事業であると同時に出版者にとっての営利事業であるため，

利益を上げられる本を優先的に出版するようになるのは当然であり，利益の見込めない出

版が回避されがちになることはある程度は避けられないことだろう。例えばスロベニア語

の幼児・子供向けの雑誌は，現在 5 種類ほど（『Cicido』『Pikapolonica』『Bimbam』

『Trobentica』『National Geographic Junior』）しか出されていないそうで，日本の現状

と比べてみれば，その選択の幅が非常に狭いことが理解できるだろう。 

第三に，スロベニア語話者数の少なさは出版点数だけではなく，それぞれの印刷部数に

も影響を及ぼすことになる。それはすなわち，通常行われている印刷の部数が少ないとい

うことであり，スロベニア語の書物は，2,000～3,000 部も売れればそれだけでベストセ

ラーと呼ばれ，数万部も売れるような書物は驚くほどの大ベストセラーという扱いになる。

わずか 200 万人の人口では，日本のようにミリオンセラーと呼ばれる現象は起こるべくは
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ずもなく，そもそも市場の桁が違うのである。例えば世界中で大ヒットした『ダ・ヴィン

チ・コード』のスロベニア語訳は 56,000 部，前スロベニア大統領の故ヤネス・ドルノウ

シェク（Janez Drnovšek・1950～2008 年）の『人生と認識についての思索』（Misli o 

življenju in zavedanju）は 23,000 部，『スロベニア全土地図帳』（Atlas Slovenije）は

160,000 部の売れ行きで，いずれも予想をはるかに超える大ベストセラーという扱いにな

っている。ただしこれらは飛び抜けて売れている書物ばかりであり，通常は 3,000 部ほど

の売れ行きでも「3,000 部も
、
売れた」と驚かれる数字である。 

第四に，出版点数や印刷部数の少なさは出版コストの高騰にも繋がり，それはそのまま

小売価格にも影響を及ぼすことになる。一般的にスロベニアの本の値段は高いという印象

が強く，雑誌は軽いものでもそのほとんどが 7～10 ユーロ（日本円で軽く 1,000 円を超

える），単行本もハードカバーの小説などは 20～30 ユーロ（日本円で少なくとも 3,000

円を超える）が平均的なところである。文庫本など，数多くの出版形態の中から比較的安

価な本を選ぶことができる日本とは，出版事情が根本的に異なっており，例えば日本に滞

在経験のあるスロベニア人たちに聞いても，皆口を揃えて「日本は本の値段が安い」と述

べている。平均的な収入に対して書籍代が高いこともあり，そのような経済事情とも相ま

って，スロベニアでは本の売れ行きはそれほど良くないようである。 

スロベニアにおいて本を買わずに図書館で済ましてしまう人たちが多いのは，おそらく

以上のような出版事情も少なからず影響しているだろう。 

 

5. リュブリャーナ市の行政改革 

 

ところでこの図書館の移転統合に大きな力を貸しているのが，前述したメルカトルとい

う企業である。この図書館が元々スーパーマーケットだった建物を改装したものだという

ことは既に述べておいたが，実はこの土地建物はメルカトルが市に寄付し，さらにメルカ

トルのお金によって改装工事が行われたという事情がある。つまりこの新しい市立図書館

は，メルカトルという一企業による市への文化政策への援助によって初めて実現可能とな

った図書館であり，おそらくメルカトルの支援なしには，リュブリャーナはこのような大

規模な図書館を持つことが叶わなかったと推測される。これによって，市内 3ヶ所に分散

されていた古い小さな図書室がこの場所に統合されることになったが，この事業の背景に

は，行政と民間企業との見事なまでの連携が見られる。 
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さらに言えば，現在のリュブリャーナの市長は，政界に転じる前にはメルカトルの社長

を勤めていた人物である。市長選挙は図書館移転統合の少し前の 2006 年 10 月に行われ

たが，この元社長が圧勝のもとに選出されたという経緯があり，市民からの評判もすこぶ

る良いようである。この市長は実業家時代にはかなりの敏腕家として評判であり，買収に

次ぐ買収によって，メルカトルをあっという間に国内の流通業界トップに押し上げた実績

を持っていることで，スロベニアでは非常に有名な人物である。そのおかげでリュブリャ

ーナの街は，道を歩けばメルカトルの看板に出くわすという状態になったが，そのような

実業家としての力量はリュブリャーナに住む誰の目にも明らかだったのだろう。圧勝とい

う選挙結果には，彼に寄せられている市民からの期待の大きさが感じられる。 

政治の世界に転身するにあたっての戦略においてもその敏腕さは変わらないようで，メ

ルカトルによる建物寄付による図書館改修も，おそらくその選挙公約のひとつにあったも

のと考えられる。というよりも改修工事の時期を逆算して考えてみれば，選挙のためにこ

の図書館の建物寄付を行った（選挙を見据えた戦略のひとつ）と考えた方が正鵠を得てい

るだろう。この先の図書館の経営維持がいったいどこまで維持できるのかについてはまっ

たく予測がつかないが，文化政策に積極的なこの市長が健在のうちは，リュブリャーナの

図書館経営は安泰だろうと思われる。もちろん，彼の市政が問われるのはこれからである

し，図書館政策ひとつの事例でそのような好意的な判断を下すのは危険でもあるが，ひと

まずはそういった行政側の文化事業への積極性を市民たちは喜ぶべきであろう。 

しかし見方を変えれば，図書館の統合には職員の削減（言い換えればコストの削減）の

目的も含まれていることは容易に推測されることであり，文化政策の発展という側面もあ

りつつ，コスト削減という現実的な理由もあることについても注意を払っておく必要があ

るだろう。 

 

6. おわりに 

 

リュブリャーナはスロベニアの首都であり，国内で最も大きな規模を持つ街であるが，

それでもその人口はわずかに約 26 万人程度であり，こぢんまりとした小都市であること

は否めない。隣接するイタリア，オーストリア，クロアチア，ハンガリーなどの首都はも

ちろん，それら周辺諸国の地方都市と比べてみても，その足下にすら及ばないほどの小さ

さである。 
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ヨーロッパの強国に囲まれた小国に暮らすスロベニア人が，長年にわたる他国の支配か

ら抜け出し，独立を勝ち取ることができた背景には何があったのだろうか。この点につい

ては，ジョルジュ・カステラン／アントニア・ベルナール共著による『スロヴェニア』の

翻訳者である千田善が，同書の「訳者あとがき」中で次のように述べている 8)。 

 

スロヴェニア人は言語・民族的にはスラヴ系に属していますが，20世紀の初めまで

千年以上もの間，ゲルマン系のオーストリア人（ドイツ人）などの異民族に支配され

てきました。19 世紀初めの時点でも 100 万人そこそこしかいなかったスロヴェニア

人が，当時の超大国であった支配者に同化・吸収され，消滅してしまわなかったのは，

彼らが自分たちの言葉（スロヴェニア語）を守ってきたからにほかなりません。19

世紀にスロヴェニア人が近代民族として統合される際にも，スロヴェニアの詩人，作

家たちが大きな役割をはたしました。独立までのスロヴェニア人の歴史は，スロヴェ

ニア語を守るたたかいの歴史でもありました。 

 

どのような民族であれ，民族のアイデンティティを構成する重要事項のひとつは言語で

あるが，千田が述べるように，長年にわたって他民族に支配され，つい 17 年ほど前まで

独立した国家を持つことがなかったスロベニア人にとって，スロベニア語は自分たち民族

の独自性を表現するための最大の道具であったはずである。 

そしてスロベニア語は独立のための武器となり，民族としての誇りともなった。もちろ

んそれは民族主義の高揚とも深く関わっており，例えば先にも引用した柴は，ユーゴスラ

ビアを構成する各共和国の民族主義を批判的に検討するなかで，スロベニアの事例にも触

れており，その中で以下のように指摘している 9)。 

 

88 年 7 月，スロヴェニアの首都リュブリャナで開かれたにもかかわらず，軍事法

廷で使用された言語がスロヴェニア語ではなく，セルビア・クロアチア語だったこと

は，スロヴェニア人の反連邦・反セルビア感情を強めることになり，結果としてスロ

ヴェニア民族主義を前面に押し出すことになった。スロヴェニアでは，「ユージュニャ

ツィ（南のやつら）」という蔑視の言葉がよく聞かれるようになる。「ヨーロッパ」に

属するという自負をもっていたスロヴェニア人と，他の民族とをはっきりと区分し始

めた。 
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つまりスロベニア語が公用語として認められてこなかった歴史の蓄積があったゆえに，

独立運動に際してはそれが民族主義の一要素として収斂され，スロベニア語そのものが独

立の原動力の一つとなっていったのである。旧ユーゴスラビア諸国の言語は，大まかな枠

組みで捉えてみれば同じスラヴ語の中の方言のようなものであるのだが，スロベニアの例

と同様に，それぞれの国の言葉は「ボスニア語」や「モンテネグロ語」，さらに近年では「コ

ソヴォ語」など，民族主義に基づく新たな言語体系が模索され，提唱され，各国のナショ

ナリズムと連動する形で，新たな名称が与えられるという事態になっている。 

そのような民族主義の観点からの批判があるとはいえ，スロベニア語による多くの書物

は，この地に暮らしてきたスロベニア民族の歴史を刻んだ記録であり，かけがえのない遺

産であることは間違いない。過去を振り返り，現在の立ち位置を探り，未来への方向性を

模索するためには，知の宝庫としての図書館の役割が充分に機能する必要があり，そのよ

うな彼らの文化や歴史が，図書館という建物の中でいつまでも後世に残っていく必要があ

る。それはスロベニアという独立国家を持つことになった国としても，そこに生まれ・生

活することになる新しい世代の思想を育む場としても，重要な空間となるだろう。 

今後もより良い図書館行政が形作られ，それらが継続されていくことを願ってやまない

が，リュブリャーナ市立図書館の統合移転は，その歩みを後世へとさらに一歩進める役割

を充分に果たすものと期待される。 
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